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香川県教育委員会１月定例会会議録 

 

１．開催日時  令和６年１月１２日（金） 

開 会  午前９時３０分 

閉 会  午前１０時１４分 

 

２．開催場所  教育委員室 

 

３．教育委員会出席者の氏名 

教 育 長  淀 谷 圭 三 郎 

委 員  藤 澤  茜 

委 員  木 下 敬 三 

委 員  蓮 井 明 博 

委 員  鳥 取 美 穂 

委 員  持 田 め ぐ み 

 

４．教育長及び委員以外の出席者 

副教育長(兼)新県立体育館整備推進総室長 海 津  洋 

教育次長(兼)政策調整監 白 井 道 代 

教育次長 三 好 健 浩 

総務課長 近 藤 高 弘 

義務教育課長 荻 原 絢 嗣 

高校教育課長 吉 田  智 

保健体育課長 渡 邉 浩 司 

生涯学習・文化財課長 佐 々 木 隆 司 

政策主幹(兼)総務課副課長 宮 西 正 博 

高校教育課長補佐兼主任指導主事 渡 邉  謙 

保健体育課長補佐兼主任体育主事 荒 井 憲 司 

高校教育課主任指導主事 髙 鳥 光 郎 

特別支援教育課主任指導主事 鳥 井 口 隆 

義務教育課指導主事 眞 鍋 容 子 

 

傍聴人 なし 

 

５．非公開案件の決定 

教育長から、本日の議題のうち、その他事項３は、教育委員会において会議を公

開しないことと定めているもののうち、｢県の機関が行う事務に関する情報であっ

て、公にすることにより当該事務の性質上、当該事務の適正な遂行に支障を及ぼす
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おそれがあるもの」に該当するため、非公開としたい旨を発議。 

 

各委員に諮り、非公開とすることに決した。 

 

６．その他事項 

○その他事項１ 令和６年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領について 

義務教育課長から、令和６年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領につ

いて説明。 

 

 【質疑・意見交換】 

＜蓮井委員＞経年変化分析は非常に重要だと思うが、保護者への調査はどうなって

いるのか。 

＜義務教育課長＞保護者への調査も概ね同様の趣旨の問題になっているが、聞き方

は少しずつ違うところがある。例えば、コロナ禍の令和３年度はコロナに関する

設問が増えたりしている。 

＜蓮井委員＞保護者の協力は得られているのか。 

＜義務教育課長＞前回は小学校で９割程度、中学校で８割程度の回答があった。回

答率は高いと考えている。 

＜教育長＞香川県の結果はフィードバックされるのか。 

＜義務教育課長＞文部科学省は全国的な結果しか公表していない。 

＜教育長＞抽出校はどのように決めているのか。毎年同じ学校になるのか。 

＜義務教育課長＞地域のバランスを見ながら文部科学省が指定している。年度によ

って学校は異なる。 

＜教育長＞同じ学校を何年間か追い続けるのであれば意味があると思うが、異なる

学校で比較して何を見ているのか。日本全体の学力か。 

＜義務教育課長＞調査の目的としては日本全体の学力を見ることである。 

＜蓮井委員＞この調査はマクロ的な分析であれば有効だと思う。少子化等の中でこ

の年に生まれた子供たちはこのような傾向があるというのが分かると思うし、日

本全体の大きな流れや世代間の違いなどを把握できるという位置付けだろうと思

う。 

＜教育長＞いずれにしても国策としての調査で、それに協力しているということで

よいか。 

＜義務教育課長＞はい。 

＜藤澤委員＞不登校の生徒がいる中で全員が受けているわけではないと思うので、

どこまで実態を反映しているのかが、今後の全国的な課題になってくると思う。 

＜義務教育課長＞本調査には、例年公立学校のほぼすべての学校が参加しているが、

当日欠席者がいるほか、不登校児童生徒が受けていないという点は課題と認識し
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ている。 

 

○その他事項２ 令和６年３月香川県公立高等学校卒業予定者の就職内定状況につ

いて 

高校教育課長から、令和６年３月の香川県公立高等学校及び県立特別支援学校

の卒業予定者の就職内定状況について説明。 

 

 【質疑・意見交換】 

＜藤澤委員＞就職するタイミングにならない生徒もいると思うが、就職が決まらな

くても就労支援に繋がっている生徒がどの程度いるのかが、最終的に分かったら

いいと思う。 

＜高校教育課長＞我々としても行き先が決まらずに卒業してしまうことを一番恐れ

ている。どこに繋がっているのかを把握しておくことが重要であると考えており、

高校とも連携していきたい。 

＜鳥取委員＞すぐに離職してしまうことがあると思うが、それは追跡しているのか。 

＜高校教育課長＞香川県の離職率は全国平均よりは若干低いが、３年以内の離職者

は一定数いる。高校のジョブサポートティーチャーが、入社１年目の人がいる会

社を回って状況を確認しているほか、定期的な訪問の中で卒業生の状況を聞いて

いる。 

＜木下委員＞公務員志望の就職浪人は数としては多いのか。 

＜高校教育課長＞以前は多かったが最近は少ない。公務員受験用の予備校に行く人

もいるが、現役で就職する人が多くなった。 

＜教育長＞最終的に公務員になった人の数は分かるのか。 

＜高校教育課長＞最終の報告の際にお知らせする予定である。 

＜髙鳥主任指導主事＞昨年度３月末の公務員志望者は 10.8％である。今年度１２月

末現在は７％であり、高校への聞き取り状況から３月には１割程度になる予定で

ある。 

 

○その他事項３ 第７６回香川丸亀国際ハーフマラソン大会について（非公開案件） 

 

○その他事項４ 第７８回国民スポーツ大会冬季大会について 

 保健体育課長から、第７８国民スポーツ大会冬季大会及び香川県選手団につい

て説明。 

 

 【質疑・意見交換】 無し 

 


